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;に
於
い
て
は
、‘
彼
れ
が
猶
ほ
來
だ
其.の
人
ロ
の
原
理
^
看
出
5:
な 

か
つ
た
事
實
を
十
分
に
立
贫
す
る
言
辭
を
以.つ
て
、
ホ
ィ
ッ
グ
黨
的
立
場
が
ら
其
の
當
時
辊
議
：中
の
：救
貧
法
案
を
支
持
し
て
ゐ
る
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彼
れ
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^
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せ
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。
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し
つ
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榮
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繁
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な
る
記
號
.で
あ
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得.る
に
過
ぎ
ぬ」

と
。「

苟
も
抉
助
^
受
6
る

境

：遇

を 

快
含
も
の
た
ら
し
め
て"
然

ら

ず

ん

ば

獨

立

：
に
：

M

己
を
支
持
し
得
可
き
者
を
誘
惑
す
る
が
如
き
は
斷
じ
て
希
望
せ
ら
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が
、
而
.も
絕
對
.に
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じ
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ざ

：る

が

如

ぎ

其

0
成
貴
を
扶
養
す
る
ば
社#'
の
義
務
な
る
が
故
に
、
斯
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彼
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ら
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濟
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又
思
想
家
と
し

.て

.€
> 

坐
活
沣
ー
千
七
百
九
十
八
年
以
後
に
於
い
て
始
ま
る
も
の
で
あ
る

。
、此
の

/-
+
代
か
らr

千
八
百
〇
三
年
に
至
るni
l

に
於
い
て
、
彼
れ
は 

ト
一
ヤ
ス
•
»パー

ト
•
マ
ル
サ
ス
^
彼
れ
，の’所
謂「

經
濟
，學
上
の
新
學
歡

」

■

.

'
，
九

.

(

九

0



ト
ー
.マ
ス
.
•

»パ
ー
ト
•
マ
ル
サ
ス
，

W

彼
れ
の
所
謂r

經
濟
學
.上
の
新
學
派」

 

-
o 

C

 

I

Oし

廣
く
歐
羅
巴
を
旅
行
し
、
到
る
處
に
彼
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事
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を
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初
版
出
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い
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め
て
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古
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近
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又
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著
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述
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述
せ
ら
れ
て
居
つ
た
の
，で̂
蚤
が
、
而
も
^
✓
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；
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；
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の
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す
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彼
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マ
ル
サ
ス
は
、
獨
身
時
代
に
於
妒
る»;
:
;理
的
抑
龇
の
氣
啟
が
是
れ
ま
で
如
何
に
不
党
全
に
履
行
せ
ら
れ
て
來
た
か

5:
:
规
る
が
故
に
、

.
'-
. 

此
の
^
に
關
じ
將
來
に
於
バ
て
頗
る̂

大
な
る
一
定
の
改
帶
を
期
待
す
る
は
健
か
に
幻
想
的
で
あ
る
と
田
傷
し
た
。
.然
し
な
が
ら
彼
れ 

ば
乾
人
於
#-

の
.子
女
を
給
養
し
得
る
の
見
込
を
有
す
る
ま
で
此
の
時
期
を
延
長
す
る
の
義
務
に
關
し
て
は
宿
利
な
る
一
定

<o
;
變
化
の
生 

ず
可
き
こ
と
を
希
望
す
る
は
決
し
て
幻
想
に
耽
る
も
の
で
は
な
い
と
考
へ
た
吾

a
香

o
f
^
o
^
a
t
i
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し
.て
彼
れ
は
過
去
の
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狀
態
を
現
在
と
比
較
し
て
、
人
ロ
原
现
ょ
り
結
果
す
る
害
藤
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增
加
せ
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し
.
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、
：
却

少
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せ
る
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と
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冒
明
し
な
け
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ば
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な
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ゴ
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；
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踏
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。
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參
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が
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潤
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。
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彼
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取
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潤
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奴
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ら
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れ
る
。
先•づ
第V

に
'
ぞ
は
必
然
利

g
.

が
原
費
の■
一
 

部
を
形
成
す
る
と
做
す
の

.想
宛
を
包
意
す
る
も
、

-へ
斯
く
の
如#
想
宛
の
當
否
は
論
©
•
せ
ら
れ
た
所
で

*.
. 

. 

.
•
•
•
•
•
•
•
' 

\
- 

• 

• 

•
•
•
•
.
•

に
關
し
て
言
ふ
も
れ
で
は
な
い
、
又
第1
1
1
に
、
：
そ

比

自
11
1
競
爭
に
±'
つ
で
生
產
せ
ら
る̂.
諸
貨
物
に
眼
ら
れ
マ
人
々
.が
感
知
す
る
ょ
ャ 

も
1!
*
ら
^.
多
數
な
る
、.嚴
密
な
る
か
若
し
く
ば
部
分
的
敗
，る
か:\
'
自
然
的
苽
る
か
若
し
ぐ
は
人
爲
的
故
る
か
の
獨
古
に
ょ
つ
て
影
響
せ
'
 

ら
る
、
總
，ベ
て
の
も
の
を
排
除
す
る0‘然

し

な

が

ら

、
ぺ
菇
ル
等

.の
制
限
だ
以
つ
て」

す
れ
ば

:'
>

此
の
'命

題

は

疑

ひ

も

な

^

;

で

ぁ

づ

て

、

•i 

Iマ
.ス• B

バ
ー
ト
•
マ
ル
サ
ス

t
彼

れ
•の
‘所
謂1趑
濟
筝
上
の
.新
學
派U'
.

.

1

U

卞

(

ニ 

•

七〕



ト

マ

：K*-
.
»
.
<
I:
卜
.;
マ
ル
サ
ス
，
，
，
彼
れ

•の
所
謂"經
•濟
氣
上
の
新
學
派
：
し

 

$

 

y

れ
等Q.

も
の
に
對
3
て
提
供
せ
ら
る
、
勞
嫩
の
高
が
其
の0.
費
ゾ
，即
，ち
楚
れ
等
の.?
>
の
^.
.
寶
0
に
出
す
に
.要

せ

：
レ

る

、
^

^

及

び

利

潤

.
♦上：
.
，
.<
-
.
. 

、-广';
.
.
.、

• 

V 

. 

•
•
!
; 

- 

5
. 

. 

，

'■
.
*
•
>
' 

> へ.'
.
- 

.

.

. 

.

.

. 

•

の
高
を
償
ふ
底
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
奴
と
沄
ふ
に
有
る
,°
盛
れ
等
の
も
か〜

衡
#:
,故
明
か
1
長
く
是
れ
上
り
^
少
な
；ぎ
4
:と
を
得
>
 

だ
い
’
而
し
て
競
朝
の
自
由
な
る
際
に‘皮
、' 
ぞ

れ

が

ょ

り

大

で

な
！
：

れ

ば

な

ら

ぬ

ぐ

と

は

其

ひ

供

输

に

取

つ

ゼ

‘必
要
で
仏
な
い
。」

-r
r
く 

て
生
鹿
の
厮
费
に
ょ
つ
て
規
制
せ
ら
る\
と
否
と
忙
御
ら
ず
、-總
べ
で
の
貨
物
の
慎
値
は
需
要
と
比
較‘せ
ら
‘れ

た

る

供

終

ぬ

ょ

.？

て
決 

5L
:せ

ち

：れ

p

而
6
2:
^
か
需
要
_

|秦

* :
.以
簽
働
^:
ょ
つ
て
代
乾
せ
ら
れ
得
る.於
故
に
^
其
0
價
値
を
決
定
^
る

道

股

の

»

要

ゼ

比 

較
せ
ら
れ
た
る
諸
貨
物
の
佻
給
は

r,

勞
働
從
生
產
性
が
依
綠
と
し
て
變
ぜ
し
め
ら
る
、
，こ
と
な
き
際
U

同
®

■

努
M '
g
赴 <;荃

.

收 

益
0

部

分
.若
し
く
は
^
同
#

^
る
琪
悅
0

-7
?
.に
於
^
高

‘利
^
1

-^-
^

^
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
觀
が
あ
る0
9

5:
辑
^
，：
 

J
l
.
s
l
s
o

 

.
“斯
く
.で
短
期
ゆ
對
す
名
外
、
：

灰
！
^

!§

敷
及
び
！̂

€>
,影
響g

担
杳
，
る
に
於
い
て
、
新
學
派
ぬ
與
尤
各
者
は
，
、金
然
此
の 

原
-
奴

本

質

ど

典

儀

の

態
■
及
.が
_
齡

紀

誤

趣

：せ

か

も

ひ

セ

ぁ

，る
？

而

し

て
！
！

婴

供

給

脉

随

の

和
®

M
じ
^

_

»せ
^
.を

^

な 

供

場

露

你_
妒

払

齡

期

敝_
氣

價

旌

灸

定

咬f

名
®
般
_の
.原 

と

、

並

び

に

贤
,
咚

終

い

そ

：市

場

衡

繁

_
然

價

格

の

間

に
#:
^
を
s

"
の

相

傘

者
.が

薷
#
及
ー6
做

输
0;
现

歡

_
:
違
 

f

つ

で

決

定#
ら

れ
>〔

後

者

が

其

の

览

な

め

來

_
的
.に

し

七

虜

の

：狀
©
拉

お

づ

电

爽

楚

せ
^

|

の̂
：事

賢

^

策

ず

岑

乙

ど

於

承

認
 

せ
色
作
抝
け
れ
ぱ
怒
ぽ
ぬ0
:1:
&
ぢ
?:
.
.
’
3
:
1
^
3
2

.0)

？

M

l

: .-
'"
1

、
ど
"

H

入
か
#;
细
經
濟
學
(t
>

r學
派
ぞ
.
^
#
^
ら
し
^
右
.も
办
^>
^
て
考
察
せ
^

4

る̂

證
1
.
‘
§襄#

&
石
原
®

^

Ĵi
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